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イ Ｂ校の実践   

(ｱ)  「Ⅰ生徒と教師の意識の把握」 実態調査（６月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ)「Ⅱ指導重点項目の決定」 

 Ｂ校のＢ教諭は、「課題の探究」において、班ごとに実験器具を用意したり、ワーク

シートの記入欄を細かく作ったりと、生徒が確実に実験を行い、教師の意図する結果を

出し、生徒が考察を適切に書けるようにしていました。よって、「⑦実験の実施」から

「⑨考察の技能」まで生徒と教師の両方で評価が高くなっています。しかし、生徒に「⑤

実験準備の立案」や「⑥実験方法の立案」をあまりさせていなかったという教師の意識

にもかかわらず、生徒の意識は高くなっており、何らかの活動を⑤や⑥の活動と誤解し

ている可能性があることが考えられます（図７）。 

 

 生徒が自分たちの力で「実験の計画を立てることができた」という主

体的な学びにつなげたい！ 

「課題の探究」を指導重点項目としよう！ 

 

     Ｂ教諭は生徒の実態について、アンケートの質問項目別のグラフで見てみることとしました。 

図７ 生徒と教師の意識 
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実態調査において、教師が実験計画を立てさせるなどの活動などを行っていない

にもかかわらず、約 90％の生徒が肯定的な回答しています（図８）。肯定的に回答し

た生徒の理由は、「実験の役割分担を行っている」「手順は教科書で見ている」など

でした。やはり、教師のねらいと生徒の意識が解離していたことが分かりました。

また、自分の考えや考察を説明したり発表したりしている生徒は 30％に満たないこ

とが分かりました（図９）。 

このことから育成を目指す資質・能力のうち、「仮説を確かめるための観察、実験

の計画を立案する力」や「考察・推論したことや結論を発表する力」を身に付ける

ことができていないということが考えられます。 

 

 

 「化学変化とイオン」の単元において、探究の過程で「観察、実験の計画

を立案する」ことができるような活動を仕組もう。 

 

 

Ｂ教諭は、「化学変化とイオン」の単元の、酸とアルカリの水溶液を混ぜた液の性質を調べる活

動の中で、酸とアルカリの水溶液を混ぜて中性に近付けるための実験方法を考える活動に重点を

置くこととし、授業展開案シートを使い授業展開を考えることにしました。 

 

図８ 実験方法や手順について自分で考えているか 

図９ 自分の考えや考察を発表・説明しているか 
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(ｳ)  「Ⅲ授業に取り入れる手立ての決定」 授業展開案シートを用いた授業展開案づくり 

   単元名：３年 「化学変化とイオン」 （酸、アルカリとイオン） 

 本時の目標： 酸とアルカリを混ぜて中性に近付ける方法を考え、実験を行うことができる。 

学
習
過
程 

（
探
究
の
過
程
） 

ア
ン
ケ
ー
ト
項
目 

理科で育成すべき

資質・能力 

教師の働き掛け 

○主体的な学びにつながる 
◎対話的な学びにつながる 
●深い学びにつながる 

生徒の活動 

初級 中級 上級 

 

課
題
の
探
究
（
追
究
） 

仮
説
の
設
定 

→ 

検
証
計
画
の
立
案 

 

→ 

観
察
、
実
験
の
実
施 

→ 

結
果
の
処
理
→ 

（
見
通
し
） 

④ ・見通しをもち、検
証できる仮説を設
定する力  

○生徒に２～３択

の選択肢を与え

て、全員が仮説

をもつことがで

きるようにす

る。 

◎既習事項や生活

体験に基づいた

仮説の根拠を言

わせる。 

◎仮説や根拠を交

流させること

で、自分の根拠

をより明確にさ

せる。 

 

⑤ 
⑥ 

・仮説を確かめるた
めの観察、実験の
計画を立案する
力  

○観察、実験に必

要なものを提示

して観察、実験

の方法を考えさ

せるか、観察、

実験の方法を提

示して必要なも

のを考えさせ

る。 

●何と何を比べれ

ばよいか、どん

な条件を設定す

ればよいかを考

えさせること

で、観察、実験

の見通しをもた

せる。 

○個人で観察、実

験の方法を考え

させる。 

○教師の演示を見な

がら注意点を確認

し、実験方法を考え

る。また実験方法決

定後は、教師に確認

をしてもらう。 
・観察、実験の計画

を評価、選択、決
定する力 

⑦ ・観察、実験を実行
する力  

○グループに一つ

の観察、実験の

道具をそろえ

る。 

○内容によって、

ペアや個人で実

験ができるよう

に必要数をそろ

える。 

○個別で実験させ

る。 

○中和の実験を行う。 

・観察、実験の結果
を処理する力 

・表やグラフの正

しい書き方を指

導する。 

◎結果を表現する

方法をいくつか

示し、どれが分

かりやすいかを

考えさせる。 

●様々に表現され

た結果を比較さ

せ、よりよい方

法を考えさせ

る。 

 

探究の過程の課題の探究において、理科で育成すべき資質・能力の「仮説を確かめるための観

察、実験の計画を立案する力」や「観察、実験の計画を評価、選択、決定する力」を育成するた

めに、生徒の活動を充実させます。このとき、これらの資質・能力と対応した教師の働き掛けの

欄を見ると、主体的な学びの視点での授業改善が考えられます。 

そこで、教師の働き掛けの欄の初級の「観察、実験に必要なものを提示して、観察、実験の方法

を考えさせる」手立てに重点的に取り組むことで、資質・能力を育成していきたいと考えました。 

計画の立案においては、まず、生徒が見通しをもって実験の計画を立てることができるように、

必要な実験器具を使って、教師が演示しながら実験で注意すべき点などを押さえていきました。

その後生徒に実験方法を考えさせる活動を重点指導項目として授業づくりを行うこととしました。

指導に当たっては、実験を始める前に教師が「安全に実験ができるか」「道具は足りているか」な

どを確認してから実験に取り組ませるようにしました。また、本時の目標を達成するために、考

察・推論では仮説に立ち戻り実験結果を基に考察を行わせることや、学習課題に対応するような

考察を行わせることも意識して授業展開案を設計しました。 

✔ 

✔ 

《手だて①》 
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単元計画 「化学変化とイオン」 酸、アルカリとイオン (全８時間 本時６/８) 

時 生徒の学習活動 指導上の留意点 

２ 

酸性とアルカリ性の水溶液の特徴を

調べる。 

【関①】【思①】【技①】【知①】 

酸性とアルカリ性・中性の水溶液それぞれ

に共通する性質を、実験結果から見いださ

せる。 

１ 
酸性を示すものの正体を調べる。 

【思②】 

電離式から酸に共通するイオンを考え、実

験により検証させる。 

１ 

アルカリ性を示すものの正体を調べ

る。 

【思②】 

電離式からアルカリに共通するイオンを考

え、実験により検証させる。 

１ 

酸・アルカリ性の強さの指数を調べ

る。 

【知①】 

身の回りにある物質のｐＨや指示薬の色の

変化をまとめさせる。 

３ 

本

時 

１／

３ 

酸とアルカリの水溶液を混ぜた液の

性質を調べる。    

【関②】【技②】【知②】 

酸とアルカリを混ぜるとそれぞれの性質が

打ち消し合うことを知り、水と塩ができる

ことを見いださせる。 
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 (ｴ)  公開授業までの実践 

「仮説を確かめるための観察、実験の計画を立案する力」を育成するため、ステップ１～４の段階を

踏んで計画的に授業を進めていきました。 

ａ ステップ１「必要な実験道具、数量を確認させる」 

 

 

 

大日本図書「理科の学習３」Ｐ135の図を使用してワークシートを作成  

 

生徒自身で、

「何」が「いく

つ」必要なのか

を確認させた。 

図 10 ステップ１のワークシート（10月「水溶液とイオン」） 
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ｂ ステップ２「いくつかある実験から選んで実験する」 

 

 

大日本図書「理科の学習３」Ｐ152及びＰ153の図を使用してワークシートを作成  

グループ

で相談さ

せてどの

実験を行

うか選ば

せた。 

このグループ

はこの２つを

選択した。 

図 11 ステップ２のワークシート（10月「化学変化と電池」） 
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ｃ ステップ３「必要な実験を考え、選んで実験する」 

 

大日本図書「理科の学習３」Ｐ163の図を使用してワークシートを作成  

 

ｄ ステップ４「一部実験方法を考える」（本時） 

 

大日本図書「理科の学習３」Ｐ175の図を使用してワークシートを作成   

 

最初に「塩酸 10ｍｌ準備をしてそこから中和していく」という条件を設定することで、実験方法を考え

やすくしました。また、計画を絵や文章を使って自由に書けるように、計画欄を広く取りました。 

 

最初の条件を設定し、その後の

実験方法を考えさせた。 

 

 

  

図 12 ステップ３のワークシート（11月「酸・アルカリとイオン」） 

すべての実験を行うのではなく、性質を知らな

い水溶液を自分たちで選び、実験を行った。 

図 13 ステップ４のワークシート（本時） 
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(ｵ) 「Ⅳ手立ての有効性についての考察」 

事前アンケートと同様の項目で、単元終了時に事後アンケートを行い、事前アンケートの結果

と合わせたグラフを作成しました（図 14）。重点的に指導してきた課題の探求（⑤、⑥）において

改善が見られます。 

次の単元では、まだ他の項目より少し低くなっている「⑫次の課題や生活への活用」について

重点的に指導していこうと計画しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｶ) 事前・事後テスト 

 事前・事後テストを行いました。育成したい資質・能力の変容を見取るために、以下のように、

各単元において事前テスト、事後テストを作成し、資質・能力の変容を見ることにしました。 

 

 

 

 

 

①「科学的に探究する」学習活動の実態を把握するためのアンケートの分析から指導重点

項目を決め、単元を通して育成する資質・能力を絞り込む。 

②過去の全国学力・学習状況調査問題（平成 24年度、平成 27年度）の活用問題から、該

当する資質・能力の問題を選び、事前・事後テストとして使用する。 

※ 平成 30年度全国学力・学習状況調査の結果も利用する。 

③テストを集計し、結果を全国平均と比較しながら、事前、事後の生徒の資質・能力の変

容を見る。 

成果 

成果 

課題 

図 14 生徒の意識の変容と教師の意識（事後） 


